
(野菜花き－野菜一生育調筋） ／函垂曾一睡論常争告生庵ゴ女亘＝、

課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

５６懇鰹謬濯蕊濡溌成作型
（２）イチゴ‘とよのか， の花芽分化に及ぼす

分類 ②

温度・日長条件

６３～２年（完了）

０

とよのか
，

にし、夏期低温．
の花芽分化時曇期に及ぼす温度及び日長条件の影響を明らか
処理栽培技術徽立のための資料とする。

Ⅱ試験方法

１供試品種名とよのか

２試験区の構成

試験年次日長温度

６３年８時間２０，２２，２４，２６，２８ ツ30℃（定温）
８,１０，１２１１６時間一２４℃（定温）
16時間１５℃

●ー一一一一ー一一一ー■■ーー一一ー ー■■一一一一一一ー‐ー ー■■一一－－－－ー ‐ー －一一一一－■■－‐÷－一一一一一一－ー －－－．■■－－一一一一■

１年１２時間夜温２４，２０，１６℃×昼間２４ ，２８，３２℃
１０ ，１２，１４時間２５，３０℃

■ー一ーー ■■－－‐ー■■一一‐ーーー一~＝＝＝ーー ‐ーー一一‐‐ー■■ー 手－－■■一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-－一一｡

２年１２時間20,24,26,27,28,30℃

３供試苗ポット育苗で養成した。
４調査方法

（１）日長と温度＃の組み合わせ試験は、人工気象器を用いて実施し、処理
開始２週間目から５週間目まで適宜花芽分化状況確認のための検鏡を
行い、１回につき５～ユＯ株供試した。

(2)花芽分化程度の判定は、処理後２０日目頃に肥厚期に達した株、そ
れ以降３５日目までに肥厚期以上に達した株及び全く花芽分化しなか
った株で判定した。

Ⅲ主要成果の概要

‘とよのか，の花芽分化に及ぼす温度・日長条件の相互の関係はおよそ次
の３つに分類できる。

(1)花芽分化安定域（花芽分化が安定して誘導される条件）
日長時間が１２時間より短い場合には、温度は一定で概ね２５℃より低い
温度域である。日長時間が１２時間より長くなると日長時間との相互作用
が見られ、日長時間が長くなるほど花芽分化にはより低い温度が必要と
なる。

（２）花芽分化不安定域（花芽分化誘導が不安定な条件）
日中の高温やイチゴ苗の体内栄養条件により花芽分化が左右される。
日長時間が１２時間より短い場合の限界温度は概ね25～２７℃付近である。
(3)花芽分化不適域（花芽分化が全く誘導されない条件）
花芽分化不安定戦より高い温度域にあり、イチゴ苗の体内栄養条件に
関わらず全く花芽分化しない。
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第３図昼・夜温粂件下での花芽分化（ユ年）
（昼温一夜温）
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鰯l図８時間日長下での温度条件と花芽分化（63年）
注）花芽分化指敷０:未分化，１:肥厚中期，
〈以下同じ）２:花房分化期ｂ３:がく片形成面

日長条件

鰯２図２４℃の下での日長条件と花芽分化（63年）
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成果の評価と取扱上の留意点
‘とよのか’の花芽分化促進処理技術開発の安料となる。
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Ⅶ 資料名

２年度

××
‐
ｘ 不適域Ｘ

Ⅵ今後の研究上の問題点
１花芽分化の高温による抑制条件の解明。

２温度・日長条件を考慮した花芽分化時期予測式の作成。
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化と温度・日長の関係（６３～２年）

安定した花芽分化
花芽-分化可龍
花芽分化不可

キヲノワ

第４図とよのかの花

ｗ
麺
銚
俳
詐

リ


